
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各市町村教育委員会及び学校においては、本調査結果を効果的に活用して、地域や学校の現状と課題

を明確にし、現在の取組を的確に評価・分析するとともに、家庭や地域と連携を図りながら、各地域や

学校の課題に応じた体力向上の取組を一層充実させていただきますようお願いいたします。 

また、今号では、継続して取組成果をあげている檜山管内の厚沢部町立厚沢部小学校の取組を紹介し

ます。各学校においては、本資料を参考にし、体育・保健体育授業の改善・充実を含め、学校の教育活

動全体を通じた児童生徒の体力向上に向けた取組の充実を図っていただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年（2022年）12月23日発行 

第3８号 
北海道教育庁学校教育局健康・体育課 

 

  ① 新体力テストの各種目におけるワンポイントアドバイス

・新体力テストの計測前に、それぞれの種目に応じた具体的なアドバイスを行う。（下記参照） 

・事前に各種目の動きに応じた慣らしの運動を行い、スムーズにテストを実施 

・小学校の男女では全国平均との差が縮まっているが、全国平均に届いていない状況 

・中学校の男女では全国平均との差が拡大している状況 

檜山管内では、今年度、同校の体育専科教員である山本貴幸教諭を講師として、管内小・中学校の体育担

当教諭を対象とした新体力テストの指導力向上に向けた研修を実施しました。 

（年度初めにビデオ会議システムを活用して、実技指導を交えながらポイントを１つずつ解説。参加者は、自校の計測に還元。）  

■ 本道における令和４年度の体力・運動能力の状況 

子どもたちが自分の持てる力を十分に発揮し、達成感を味わい、自己変容を実感 

種 目 内 容 

握力 ５秒間（１、２、３、４、５）の１と５で強く握る。 

上体起こし 押さえ方が重要。背中（肩甲骨）をマットにつける。 

長座体前屈 ＰＮＦストレッチ。 

反復横とび 体幹を中央に残す。 

２０ｍシャトルラン 
ラインの手前からラインを踏んで折り返す。Ｕターン。 

深呼吸。ラスト１回をダッシュ。 

５０ｍ走 
「用意」の合図で膝を曲げてスタート。 

ゴールラインを駆け抜ける（５ｍ先まで）。 

立ち幅とび すばやい屈伸でジャンプ。腕を振り上げてジャンプ。 

ソフトボール投げ ボールの溝に指をかける。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 体育授業における導入時の継続的な取組（３分間サーキット運動）

４５件 ４６件 

３５件 

(小22件、 

中13件) 

２８件 

(小８件、 

中20件) 

８件 
１８件 

  ③ 学校・家庭・地域が一体となった組織的な取組

1 2 3 4 5

的あてゾーン
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１ 疲れても、ここだけは全力で

２ １０歩を２回

１ 箱の後ろから投げる

２ ２回投げる

３ ボールはカゴに戻す

トンネルくぐり、ゴムひも跳び、マットのぼり、

ケンパ、ドッヂング など

１ 二人一組で１０回

２ ペアは毎回ちがう人

３ 一人の場合は２０回

１ 毎回は実施しない

２ 目標の高さまで上る

３ １０秒程度で次へ

子どもたちの運動意欲を高める

ため「お楽しみゾーン」設定し、

定期的に運動内容を変更しながら

実施しています。 

その他のバリエーションの紹介 

・「体力向上」の年間計画を作成して全教職員で共有 

・学校全体で教科等横断的な取組を推進 

・家庭や地域と連携して「早寝早起き朝ごはん」や「アウトメディア」などの取組を実施 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査の分析結果を活用して自校の課題を把握 

・年間を通して体育授業の始めの３分間を利用し、把握した自校の課題に応じた体力向上の取組を実施 

自校の子どもたちの体力・運動能力に関わる課題に

対し、計画的・継続的な取組を実行し、課題を解決 

組織的な取組や生活習慣の改善に向けた取組が、体力・運動能力の向上を促進 

教科や行事を関連付け、教科等横断的

に体力向上に向けた取組を推進 

 ２回の結果の比較から、自己変
容を実感させ、自己肯定感を育成 

体力向上と生活習慣の改善・充実に

向けた取組を年間通して一体的に実施 

 
どさん子元気アップチャレ

ンジを長期休業の運動課題に
位置付け、運動機会を確保 


